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我が国、日本は SPring-8 や J-PARC を始めとする量子ビーム大型施設を有し、放射光 X 線、中

性子、ミュオン、陽電子といった量子ビーム実験が可能な世界的に見ても稀有な環境である。近

年は、学術分野において量子ビーム利用が学生にも多く取り入れられるようになっただけでなく、

相補的に利用する傾向も若手研究者を始めとし定着してきた[1-6]。そのため、量子ビーム間ある

いは施設間の情報共有の場が必要不可欠となってきているが、できていないのが現状である。 

 

学術分野の新規開拓や測定技術の革新において、量子ビーム研究の情報共有の場は一翼を担う。

個々のサイエンス分野では、利用する量子ビームの情報は入るが他の量子ビームの現状・将来展

望は入手しづらく、新たなプローブを導入するには自助努力が必要となる。実験室系のプローブ

であれば比較的導入しやすいが、大型施設ともなると敷居が高いのは言うまでもない。一方で各

量子ビーム分野では、各手法におけるサイエンスの情報展開が主となり、様々なサイエンスの情

報が手に入るがサイエンスベースでの議論とはなっていないことが多く、より深い議論が行われ

づらい状態となっているのが現状である。 

 

最近では、若手が中心となって量子ビームが一堂に会しサイエンスベースで議論する場を形成

し始めており、本講演では大型施設における量子ビームの最先端を紹介し、学会連携の現状を含

めた話題を提供する。 
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